
西区自治協議会第１部会 会議概要 

（所管分野：防犯、防災、自然環境、住環境等）

平成２８年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１２月９日（金）午後３時００分～午後４時００分 

会  場 西区役所４階対策室 

出 席 者 

委  員 

笠原部会長、大谷勇副部会長、寺瀬委員、長谷川委員、

下川委員、富岡委員、広瀬委員、三富委員

【スポット参加】岩脇委員           計９名

［欠席：田村委員、日野委員、渡邊正友委員、尾崎委員］

事 務 局 

西区区民生活課長 

西区建設課長 

西区総務課長 

西区地域課 ３名 

主な議事 

１ 平成２９年度自治協議会提案事業について

○平成２７年度から取り組んでいる「小・中学校を対象とした防災公

開授業」は、教育委員会学校支援課の学校・地域連携事業において

も同様の取組みが実施され、定着してきたことから、来年度以降

は、より幅広い年齢層に参加いただける講演会形式とし、下記のと

おり提案することとしました。 

○具体的なテーマ及び講師については、次回部会までに各委員、事務

局において候補を検討することとしました。 

事業名：防犯と防災に関する講演会 

テーマ：幅広い年齢層が参加したいと思えるテーマ設定 

講 師：実施テーマに合せて決定 

対 象：区民 

委員から出されたその他意見等は下記のとおり。 

【講演会の講師について】 

・西区の犯罪発生状況を踏まえ、どのようにすれば犯罪を防止でき

るのか話すことができる人がよい。 

・今年度青山小学校での防災公開授業を依頼した危機管理教育研究

所の国崎信江氏は、防災だけでなく防犯をテーマとした講演の実

績もある。 

２ その他

○講演会のテーマ決定の参考とするため、総務課より西区の犯罪発生

状況について説明があり、特殊詐欺、住宅への侵入盗が８区の中で

最も多く発生していることを確認しました。 

資料１



３ 次回（第１０回）の開催日程について

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日時：平成２９年１月１８日（水）午後３時～ 

場所：西区役所３階３０３会議室 

  議題：防災・防犯に関する公開授業について ほか 



西区自治協議会第２部会 会議概要 

（所管分野：保健福祉、文化、教育等）

平成２８年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１２月６日（火）午後３時００分～午後４時３０分 

会  場 西区役所健康センター棟１階 １０５会議室 

出 席 者 

委  員 

郷部会長，大谷一男副部会長，

髙島委員，村井委員，渡辺美弥子委員，城丸委員，

丹羽委員，鍋谷委員，高木委員，木村委員

【スポット参加】岩脇委員，下川委員，坂井委員，

佐野委員，三富委員             計１５名

[欠席：宗村委員，庄山委員] 

事 務 局 

西区健康福祉課長 

西区教育支援センター所長 

坂井輪公民館長 

坂井輪図書館長 

西区地域課長，西区地域課２名 

主な議事 

１ 平成 29 年度自治協議会提案事業について 

（１）スポーツ鬼ごっこ普及啓発事業について 

○前回会議において実施提案することを決定したスポーツ鬼ごっこ普

及啓発事業について，より詳細な事業内容と手法や日程等の検討を

行いました。 

提案事業の概要は下記のとおり。 

事業名：スポーツ鬼ごっこ普及啓発事業 

内 容：地区別大会及び，イベント企画力等スキルアップ研修会 

趣 旨：講習会や体験会といったこれまでの取組みを土台に，スポ

ーツ鬼ごっこの一層の普及に向けて，各地域において自発

的な活動が促進されるよう，地域別対抗戦と地域イベント

開催のための企画運営スキルの向上を目的とした研修会を

実施する。 

手 法：27 年度設立された活動団体「Oni base niigata」との協働 

日 程：平成２９年１１月頃（予定） 

会 場：西総合スポーツセンター（コスポ）大体育室（予定） 

委員から出されたその他意見は下記のとおり。 

・地域へ対抗戦の参加呼びかけを行うにあたり，各校ふれあいスク

ールやコミュニティ協議会など，対象と依頼方法を検討していく

必要がある。 

・協働し無償で協力いただく「Oni base niigata」の活動スケジュ



ールや講師都合を調整し，できるだけ早めに地域にお知らせでき

ると良い。 

（２）地域課題解決のための講演会の実施について 

○前回会議において実施提案することを決定した地域課題解決のため

の講演会について，開催趣旨や日程等の検討を行いました。 

○開催時期は９月中旬とし，会場は今年度が西新潟市民会館であった

ことから， 29 年度は，同様に 300 人ホールを有する黒埼市民会館を

候補として調整を行っていくこととしました。 

○認知症予防や健康づくり関連の書籍について，坂井輪図書館より資

料提供を受けながら，具体的なテーマ及び講師候補者については，

次回会議までに各委員より案を持ち寄り審議検討することといたし

ました。 

事業名：（仮）幸齢いきいき講演会 

趣 旨：少子高齢化の進展が地域においても大きな課題となる中，

健康寿命の延伸や，高齢者の生きがいづくりを促進し，活

力あるまちづくりに繋がるような講演会を開催する。 

講 師：テーマに沿って、今後決定する。 

日 程：９月中旬頃（予定） 

会 場：黒埼市民会館 ホール（予定） 

委員から出されたその他意見は下記のとおり。 

・実践的なハウツーものではなく，健康寿命の延伸や生きがいづく

りなど，来場者が明るくなるような内容で，日頃お聞きできない

ような講師をお呼びする機会を設けることが良い。 

・アンケートにもあったが，本講演会は，多くの方より満足と期待

をいただいている。 

・一般の区民の方のみならず，地域への実践の波及を期待して，コ

ミュニティ協議会などへの招待枠を検討してはどうか。 

２ その他 

○西区自治協議会で開催を予定する「地域包括ケアシステムに関する

自主研修会」について，充実した内容となるよう，具体的テーマや

事前の質問などアンケートの依頼が事務局よりありました。 

３ 次回（平成 28 年度 第 10 回）の開催日程について 

○協議の結果，次回を次のとおり決定しました。 

日 時：平成２９年１月１３日（金）午後３時～ 

場 所：西区役所３階 ３０３会議室 

議 題：Ｈ29 年度講演会の内容について ほか 



西区自治協議会第３部会 会議概要 

（所管分野：農林水産業、商工業、交通等） 

平成２８年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１２月１２日（月）午後３時００分～午後５時００分 

会  場 西区役所３階３０３会議室 

出 席 者 

委  員 

塩川部会長 浅妻副部会長 小林邦太郎委員 沢田委員 

岩脇委員 松井委員 中原委員 永吉委員 小林満男委員 

坂井委員 佐野委員 青木委員         計１２名

事 務 局 

西区農政商工課長 

西区建設課長 

西区地域課長 

西区農政商工課 １名 

西区地域課 ２名 

主な議事 

１ 平成２９年度自治協議会提案事業について

○来年度に第３部会として実施する事業について検討を行い、協議の

結果、下記２案について提案することとしました。 

《第１案》 

事業名：西区の特産物・観光地カレンダー事業 

内 容：西区の特産物・観光地等の写真、キャラクターを用いたカ

レンダーを作成し、区内市公共施設やイベント等で配布す

ることで、特産物の消費や交流人口の拡大に繋げる。 

部 数：１３，０００部 

※掲載写真は、西区の特産物・観光地等をより効果的に PR するため

に、月ごとに「公募（テーマを設定）」か「新潟観光コンベンショ

ン協会等の観光写真の利用」のいずれかの方法を選択し、収集す

る。 

委員から出されたその他意見等は下記のとおり。 

・カレンダーが、昨年度に比べて浸透してきているので、より充実

した内容となるように努めていく必要がある。 

・掲載写真の公募という形で、カレンダー制作に市民が参加できる

という点は大事にしていきたい。 

《第２案》 

事業名：商店街等活性化研究・実践事業  

内 容：内野地域を対象として、平成２８年度に大学と取り組んだ

研究結果を中心に、大学や地域と協働して実践・研究を進

めていくことで、商店街等の活性化に繋げる。 



手法等： 

うちの DE こすぷれ 

コスプレのイベント開催を通し、若者の誘客、飲食店等の利用

に繋げ、賑わいを創出するために、学生を中心とした大学研究

チームと協働し、会場の借上げや PR チラシの作成などの支援を

行う。 

Caf 四ツ角 

空き店舗を地域の情報発信、交流の場として活用することによ

り、商店街等への人の流れや交流の促進をめざして、具体的な

運営主体や実施方法などについて継続して研究を行う。 

○なお、今年度の大学提案による研究成果を、地域と共有するため、

西地区公民館等で主催する「うちの発掘ぷろじぇくと成果発表会」

において、広く発信することとしました。 

うちの発掘ぷろじぇくと成果発表会 

日時：平成２９年１月２１日（土）午後１時３０分から午後５時 

会場：内野まちづくりセンター 

委員から出されたその他意見等は下記のとおり。 

・うちの DE こすぷれについては、効果的な広報をするために、チラ

シやポスターを専門業者に委託することや新潟大学芸術環境創造

課程の学生に依頼するが考えられるのではないか。 

・Caf 四ツ角は、継続して運営を行える主体の確保と運営方法の検

討が必要である。 

・Caf 四ツ角の実施にあたっては、空き店舗の借り上げではなく、

内野まちづくりセンターを情報発信、交流の拠点として活用する

ことも考えられるのではないか。 

 ○前回の部会において、来年度の事業として提案することを検討して

いた産業活性化講演会については、対象が限られ、ニーズ、目的の

具体化も必要なことから、平成３０年度以降に取り組む事業として

提案すべきか継続して審議することとしました。 

２ 次回（第１０回）の開催日程について

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日 時：平成２９年１月１２日（木）午後２時３０分～ 

場 所：西区役所３階３０３会議室 

  議 題：西区の特産物・観光地カレンダー事業、 

商店街等活性化研究・実践事業  ほか 



西区自治協議会プロジェクトチーム１ 会議概要 

（所管分野：西区自治協議会広報紙の編集・発行） 

平成２８年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１２月５日（月）午後３時～午後４時５５分 

会  場 西区役所３階３０３会議室 

出 席 者 

委  員 

大谷一男部会長 渡辺美弥子委員 宗村委員 城丸委員

鍋谷委員 三富委員

【スポット参加】岩脇委員   計７名

[欠席：尾崎副部会長 小林満男委員 広瀬委員] 
事 務 局 西区地域課 ２名 

委託業者 株式会社ウィザップ １名 

主な議事 

１ 広報紙へ寄せられたご意見について

○他区民から寄せらせたご意見について資料に基づき、事務局から報告が

ありました。

○いただいたご意見の内容及び部会での検討結果は下記のとおりです。

・以前、西区の広報紙を手にし、とても良い広報紙だと感じた。特に、

第１５号の知っトクなっトク街のタネ「農園？遊園？公園？」の記事

が大変良かった。その後も、発行されているようならば、ほかの号も

読んでみたいので、いただけないか。 

 ⇒他区読者の声もありがたく受け止め、現発行分までお渡しした。

２ 第 20 号の校正

○１月１日発行の広報紙第 20 号について校正を行いました。

委員から出された主な意見は下記のとおりです。 

・新春号なので１面は堅苦しくならないよう工夫する。 

・２～３面については、あたたかい雰囲気になる色に変更し、高齢

化講演会と防災公開授業はともに自治協提案事業であるという文

言を入れる。また、レイアウトの工夫により、公募委員募集のお

知らせを追加する。 

・４面のクロスワードは西区の特徴を取り入れた内容とする。 

３ 第 21 号の企画

○３月３１日発行予定の広報紙第 21 号の企画案について検討しました。

次回の部会にて内容の決定及び担当決めをすることとしました。

現時点での掲載内容は下記のとおりです。

＜１面及び２～３面＞

 ・単なる提案事業総集編とならないよう工夫する。

＜４面＞

・知っトクなっトク街のタネ

・クロスワードパズルの答え



・私のとっておきの１枚

・編集後記

４ 次回（第１０回）の開催日程について 

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日時：平成２９年１月１３日（金）午後１時３０分～ 

場所：西区役所３階３０３会議室 

議題：第 21 号の企画 ほか



西区自治協議会プロジェクトチーム２ 会議概要 

（所管分野：西区アートフェスティバルの企画・実施に関する事項） 

平成２８年度 第９回会議 

開催日時 平成２８年１２月１２日（月）午後２時～午後３時 

会  場 西区役所３階３０３会議室 

出席者 

委  員 

永吉部会長 渡邊正友副部会長 浅妻委員 松井委員

富岡委員 佐野委員  計６名 

（欠席委員：高木委員） 

事 務 局 

西区地域課課長補佐 

坂井輪地区公民館長 

西区地域課 ２名 

主な議事 

１ 平成２９年度自治協議会提案事業について 

○事務局より、参考として今年度の決算見込み及びアンケート結果につ

いて報告がありました。

○前回の部会において決定した「第５回西区アートフェスティバル開催

事業」の内容について、検討を行いました。

委員から出された主な意見等は下記のとおりです。

≪第５回西区アートフェスティバルについて≫

○音楽芸能部門

・新しい分野の種類を増やしてはどうか。

（例）ジャズ、創作ダンス、子どもバレエ

・特別ゲストは午前・午後各１組ずつの計２組が良い。

（例）ピアニスト、尺八、三味線、太鼓、和洋折衷のセッション等

○アート展示部門

・目玉を以下の２つとしてはどうか。

（継続）新潟大学美術科の学生による作品

（新規）小学生の夏休みの自由工作（各校から１点ずつ）

○運営について

・今年度実施したチラシ配布の見直しなど、引き続き経費節減にも

取り組んでいく。

２ 次回（第１０回）の開催日程について 

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日 時：平成２９年２月１０日（金）午後３時～ 

  場 所：西区役所３階３０３会議室 

 議 題：第５期ＰＴ２の成果と課題について



西区自治協議会委員推薦会議 会議概要 

（所管分野：区自治協議会の委員の構成の検討及び選考，推薦）

平成２８年度 第１回 西区自治協議会委員推薦会議 

開催日時 平成２８年１２月 １日（木）午後３時～午後５時 

会  場 西区役所３階３０３会議室 

出 席 者 

委  員 

大谷勇座長，郷副座長，長谷川委員，大谷一男委員， 

松井委員，渡邊正友委員，青木委員      計７名 

〔欠席：笠原委員，村井委員，広瀬委員] 

事 務 局 西区地域課長，課長補佐 ほか３名 

主な議事 

１ 委員推薦会議の構成・役割等について 

○資料１に基づき，事務局から説明がありました。 

２ 座長・副座長の選出について 

○委員互選により，大谷勇委員が座長に選出されました。また，副座長

には郷委員が就任することとなりました。 

３ 次期委員改選に係るスケジュールについて 

○資料２に基づき，事務局から説明があり，原案を基本として選考スケ

ジュールを進めていくこととしました。 

４ 次期委員改選に係る課題の検討について 

○自治協議会の更なる活性化に向けて，改選に係る課題について，資料

３を基に委員意見交換を行いました。 

○多様化する地域課題に対応できる専門的人材の参画の必要と，委員総

数の上限が定められる中で，各号委員の役割と構成について１つ１つ

検討を行い，基本的方向性について次のとおり確認し，次回会議にて

決定することとしました。 

課題整理した基本的方向性は下記のとおり。 

【① 委員の全体数】 

・上限の３６名とする。 

【② 女性委員数の増】 

 ・女性委員比率４０％を達成するよう努める。 

  → 積極的な女性参画を団体等に依頼していく。 

【③ １号（コミュニティ協議会選出）委員の数】 

 ・１コミ協１委員による計１５名とする。 

【④ ２号・３号・５号（公共的団体・学識経験者等）の扱い】 

 ・現行の団体及び本人の意向を踏まえた上で，継続して就任いた

だくことを基本とする。 

 ・改正指針に基づき，区社協など各号間の資格の整理を行う。 

【⑤ 新たな公共的団体，学識経験者等の参画について】 



 ・生活支援コーディネーター（区支え合いのしくみづくり会議） 

→ 地域包括ケアシステムの構築を推進していく。 

 ・地域教育コーディネーター 

→ 学校と地域の連携課題に対応していく。併せて，地区青少年

育成協議会との併任による整理を検討する。 

・また，現行団体の継続状況に応じて，健康寿命の延伸，防災など

の観点から委員登用を検討していく。 

【⑥ ４号（公募）委員について】 

 ・上記の状況を踏まえて次回決定する。 

○委員から出された主な意見は下記のとおりです。 

・１号委員は，地域課題に通じる主体として，半分程度の割合に引き

上げることが望ましいのではないか。 

・一方で，人口や世帯数など公平かつ適切な選出方法が必要となる。 

・委員総数の上限がある中，増員は困難であり，１号委員の選出者に

はコミュニティ協議会の代表として，これまで通り，責を果たして

いただくことを期待する。 

・人口等の多いコミュニティ協議会においては，公共的団体や学識経

験者の参画により，結果として地域的バランスも図られているとの

見方もできるのではないか。 

・様々な理由や状況があると思うが，一部，出席率の低さもみられる

ので，できるだけ多く出席してもらえる団体等に委員をお願いして

いくことが良いのではないか。 

５ 公募委員の募集について 

○協議の結果、下記のとおり募集することとし，詳細な募集方法など公

募に関する要領は次回確定することとしました。 

【テーマ】 

私の考える西区の課題と自治協委員として取り組みたいこと 

【字数】 

800 字以上，1,200 字以内 ※厳守とする。 

【応募数が募集人数に達しなかった場合】 

・再度募集を行う。再募集しても達しない場合は欠員とする。 

【審査の結果，合格者が募集人数に達しなかった場合】 

・再度募集を行う。再審査の結果，達しない場合は欠員とする。 

６ その他 

○次回委員推薦会議の開催日程 

日時：平成２８年１２月１３日（火）午後１時１５分～ 

 会場：西区役所３階３０３会議室 



西区自治協議会委員推薦会議 会議概要 

（所管分野：区自治協議会の委員の構成の検討及び選考，推薦）

平成２８年度 第２回 西区自治協議会委員推薦会議 

開催日時 平成２８年１２月１３日（火）午後１時１５分～午後２時３０分 

会  場 西区役所３階３０３会議室 

出 席 者 

委  員 

大谷勇座長，郷副座長，長谷川委員，笠原委員， 

大谷一男委員，松井委員，渡邊正友委員，広瀬委員， 

青木委員  計９名     〔欠席：村井委員]

事 務 局 西区地域課長，課長補佐 ほか２名 

主な議事 

１ 委員の全体構成について 

○前回会議における基本的方向性の振り返りを行い，資料１を基に，委

員総数及び各号委員のバランスなど全体構成について１つ１つ検討を

行い，別紙のとおり決定いたしました。 

審議決定した基本方針のポイントは下記のとおり。 

【① 委員の全体数】 

上限の３６名とする。 

【② 女性委員数の増】 

女性委員比率４０％を達成するよう努める。 

  …積極的な女性参画を団体等に依頼していく。 

【③ １号（コミュニティ協議会選出）委員の数】 

１コミ協１委員による計１５名とする。 

【④ ２号・３号・５号（公共的団体・学識経験者等）の扱い】 

現行の団体及び本人の意向を踏まえた上で，継続して就任いた

だくことを基本とする。 

改正指針に基づき，区社協など各号間の資格の整理を行う。 

【⑤ 新たな公共的団体，学識経験者等の参画について】 

区支え合いのしくみづくり会議から，「生活支援コーディネータ

ー」の就任を依頼する。 

…地域包括ケアシステムの構築を推進していく。 

地域教育コーディネーターの就任を依頼する。 

…学校と地域の連携課題に対応していく。併せて，地区青少年育

成協議会との併任による整理を行う。 

市スポーツ推進委員連盟西区協議会から，「スポーツ推進委員」

の就任を依頼する。 

…健康寿命の延伸課題に対応していく。 

 その他，現委員の継続就任状況に合わせ，防災の観点から「防災

士」又は「消防団（ひまわり隊員）」の就任依頼を検討する。 



【⑥ ４号（公募）委員について】 

上記の状況を斟酌した結果，定数３名とする。 

その他，委員の主な意見は下記のとおり。 

・女性委員の登用，子育て世代の登用と同様に，多様な区民の意見

が反映されるよう，幅広い年代からの参画に取り組んでいく必要

がある。 

２ 公募委員の募集について 

（１）委員の公募に関する要領の改正について 

○前議題の審議結果に基づき，公募委員数を３名に定め，年齢制限を 18

歳以上とする改正を行いました。 

（２）広報について 

○１月１日号の自治協広報紙及び西区だより等により広く周知を行い，

１月４日（水）から２月３日（金）を期間として，募集を行うことと

しました。 

（３）応募様式及び審査基準について 

○応募に際し利便が図られるよう，ホームページに原稿用紙など各種様

式を掲載することとしました。 

○選考に係る審査基準を評価表のとおり定め，募集締切後の２月の推薦

会議にて審査を行い，公募委員を決定することとしました。 

３ その他 

○次回以降の委員推薦会議の開催日程 

《第３回》日時：平成２９年１月１７日（火）午後２時～ 

      会場：西区役所３階３０３会議室 

 《第４回》日時：平成２９年２月１４日（火）午後２時～ 

      会場：西区役所３階３０３会議室 



第６期西区自治協議会　委員の全体構成について（予定）

氏　　　　名 肩　　　　　　　書 就任 団体等 人数

1

～ 西区内全コミュニティ協議会（１５コミ協） 西区内全コミュニティ協議会（１５コミ協）

15 　（１コミ協＝１委員） 　（１コミ協＝１委員）

16 中原　勝芳 佐潟と歩む赤塚の会　会員 ２年 佐潟と歩む赤塚の会

17 宗村　瑞枝 にいがたっ子スペースくろさき運営協議会　会員 ４年 こども関係団体

18 丹羽　礼子 西区民生委員児童委員会長連絡会　委員 ４年 西区民生委員児童委員会長連絡会

19 永吉　秀司 新潟大学 教育学部　芸術環境講座　准教授 ２年 新潟大学　教授

20 日野　稜馬 新潟大学 人文学部 学生 ２年 新潟大学　学生

21 小林　満男 新潟国際情報大学 情報文化学部 学部長 ２年 新潟国際情報大学　教授

22 城丸　樹 新潟国際情報大学 情報文化学部情報システム学科 学生 ２年 新潟国際情報大学　学生

23 庄山　由紀 西区ＰＴＡ連合会 １年 西区ＰＴＡ連合会

24 冨岡　照子 西区老人クラブ連合会　女性部会員 ４年 西区老人クラブ連合会　女性部会員

25 塩川　英男 新潟西商工会　会長 ２年 新潟西商工会

26 郷　扶二子 坂井輪中学校区青少年育成協議会　会長 ２年 ⇒３号委員（地域教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）へ統合

（木村　優子） （西区社会福祉協議会　理事） ２年 西区社会福祉協議会

西区支え合いのしくみづくり会議

27 渡邊　正友 元専門学校副校長 ２年 学識者

28 鍋谷　總子 元小学校長 ２年 学識者

29 尾崎　美幸 NPO法人新潟NPO協会 ２年 学識者

地域教育コーディネーター

防災関係者（防災士，消防団ひまわり隊員など）

30 坂井　修 公募委員 ２年

31 佐野　恭子 公募委員 ２年

32 高木　泉 公募委員 ２年

33 広瀬　喜代子 公募委員 ４年

34 三富　正典 公募委員 ２年

35 青木　葉子 越後中央農業協同組合　女性部黒埼支部長 ４年 新潟みらい農業協同組合

36 木村　優子 西区社会福祉協議会　理事 ２年 ⇒２号委員へ移動

新潟市スポーツ推進委員連盟西区協議会

計３６名

注１： 網掛けは，新たに就任を依頼する団体等。

注２： 団体や資格・属性など，変更が予定されるもの等については赤字表記した。（移管元は青字表記）

注３： ２号，３号，５号委員の人数構成については，現委員の継続就任状況などに応じ，移管・変動があり得るものであること。

３
人

区
分
No

第５期 第６期

5
号
委
員

２
人

15
人

公募委員
　　１/４（水）～２/３（金）募集

1
号
委
員

2
号
委
員

12
人

3
号
委
員

４
人

4
号
委
員

推薦会議 資料１



西区自治協議会の委員の公募に関する要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は，新潟市区自治協議会条例（平成19年新潟市条例第74号）に基づき西

区に設置する，西区自治協議会の委員の公募について，必要な事項を定める。 

（公募委員人数） 

第２条 西区自治協議会の公募委員の人数は，３人とする。 

２ 応募者がいない場合又は選考の結果適任者がいなかった場合は，公募委員は，欠員と

することができる。 

（応募資格） 

第３条 公募により委員に応募できる者は，委員委嘱予定日において，次の各号のいずれ

にも該当する者とする。 

（１）行政区内に住所を有する満18歳以上の者 

（２）本市が設置する他の附属機関等の委員ではない者 

（３）本市の職員及び市議会議員ではない者 

（応募方法） 

第４条 応募者は，住所，氏名，電話番号及び生年月日を記載したものに小論文（作文）

及び活動歴を添えて，郵送，ファックス，E-mail等により応募するものとする。 

（推薦会議） 

第５条 公募委員の選考は，新潟市区自治協議会条例施行規則（平成19年新潟市規則第20

号）第４条第１項に規定により設置する，西区自治協議会委員推薦会議（以下「推薦会

議」という。）が行う。 

（選考方法） 

第６条 公募委員の選考は，推薦会議において小論文（作文）及び活動歴を審査し，構成

員の合議により行うこととし，必要に応じて，面接その他適当と認める方法による審査

等をあわせて行うことができるものとする。 

附 則 

この要領は，平成２０年１２月９日より施行する。 

附 則 

この要領は，平成２２年１２月１５日より施行する。 

附 則 

この要領は，平成２４年１２月６日より施行する。 

附 則 

この要領は，平成２６年１２月５日より施行する。 

附 則 

この要領は，平成２８年１２月１３日より施行する。 

推薦会議 資料２


